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る内陸小低地および氾濫原より採取した表土（0-15 cm）試料 87 点の粘土鉱物組成を X線回折分析により検
討した。その結果，分析した試料中の粘土画分（< 2μm）が平均で 68.4%の 7Å 鉱物（カオリン鉱物など低
活性粘土），26.6%の 14Å 鉱物（スメクタイト，バーミキュライトなど比較的活性の高い粘土）および 5.1%
の 10Å鉱物（イライトあるいは和水雲母）より構成されていることを明らかにした。 



















 さらに，アバカリキとベンデについて，粘土画分（< 2 μm）および細砂画分（0.25-0.10 mm）の鉱物組
成と粘土を除いた粒径組成を分析検討した。野外形態学的観測とともに，粘土を除外した粒径組成分析から，
アバカリキの 2つのペドンの下層土において母材の不整合性が示された。しかし，ベンデではすべての土壌
断面が単一母材より生成したと考えられた。岩石学的調査により，これら土壌では細砂画分に石英が卓越し
ており，黒雲母，白雲母，長石のような他の易風化性鉱物はほとんど混在していないことが明らかになった。
このことは調査地域の湿潤気候下における長年に及ぶ強い風化作用を受けた結果であると考えられた。アバ
カリキ土壌の粘土鉱物はカオリナイト，バーミキュライト，スメクタイト，スメクタイト－イライト混合層
鉱物，層間にヒドロキシアルミニウムを固定した 2:1 型鉱物（HICs）およびイライトの混合物であり，細粒
の石英も含んでいた。一方，ベンデ土壌ではその層間に低度にヒドロキシアルミニウムをもつスメクタイト
とカオリナイトが卓越していた。アバカリキにおいて，母材の不整合性は鉱物組成にほとんど影響していな
かった。両研究サイトにおいて，HICs の含量が土壌深度とともに明確に減少したため，HICs は自然生成で
あることが示唆され，HICs の生成はフェロリシス作用の結果であると考えられた。これらの結果から，本研
究地域の土壌は頁岩質母材に由来して 2:1 型粘土鉱物の含量が比較的高いにもかかわらず，フェロリシスに
よる粘土結晶構造の崩壊により，土壌の養分保持容量が小さくなったことが推察され，農業生産の維持向上
のために考慮すべき点を明らかにした。 
 本研究は，ナイジェリアを主体とした西アフリカの低地土壌について，土壌生成と土壌肥沃土の関連を明
確にしたもので，今後の西アフリカにおける農業展開において重要な内容を持っている．よって博士（農学）
の学位を与えるに十分な価値を持つものと判定した． 
 
 
 
 
 
